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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

千
九
百
九
十
九
年
三
月
二
十
六
日
に
ハ
ー
グ
で
作
成
さ
れ
た
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
千
九

百
五
十
四
年
の
ハ
ー
グ
条
約
の
第
二
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
七
号

（
衆
議

）

院
送
付
）
要
旨

こ
の
議
定
書
は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
に
作
成
さ
れ
た
「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」

（
以
下
「
条
約
」
と
い
う

）
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
各
締
約
国
に
よ
る
実
行
、
国
際
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
一
九
九
九

。

年
（
平
成
十
一
年
）
三
月
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
主
導
の
下
、
条
約
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）
三
月
に
効
力
を
発
生
し
た
。
こ
の
議
定
書
は
、
前
文
、
本
文
四
十
七

箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
条
約
第
三
条
（
文
化
財
の
保
全
）
の
規
定
に
従
い
武
力
紛
争
に
よ
る
予
見
可
能
な
影
響
か
ら
文
化
財
を
保
全
す
る
た
め
に

平
時
に
と
る
準
備
措
置
に
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
目
録
の
作
成
、
火
災
又
は
構
造
的
崩
壊
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
緊
急
措

置
の
立
案
等
を
含
め
る
。

二
、
条
約
第
四
条
（
文
化
財
の
尊
重
）
の
規
定
に
従
い
文
化
財
の
尊
重
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、



- -2

１

同
条
２
の
規
定
に
よ
る
絶
対
的
な
軍
事
上
の
必
要
に
基
づ
く
免
除
は
、
次
の

及
び

の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に

(1)

(2)

限
り
、
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
文
化
財
が
、
そ
の
機
能
に
よ
り
軍
事
目
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

(1)

の
軍
事
目
標
に
対
し
て
敵
対
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
軍
事
的
利
益
と
同
様
の
軍
事
的
利
益
を
得
る

(2)

(1)
た
め
に
利
用
し
得
る
実
行
可
能
な
代
替
的
手
段
が
な
い
こ
と
。

２

同
条
２
の
規
定
に
よ
る
絶
対
的
な
軍
事
上
の
必
要
に
基
づ
く
免
除
は
、
破
壊
又
は
損
傷
の
危
険
に
さ
ら
す
お
そ
れ
が
あ

る
目
的
の
た
め
の
文
化
財
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
化
財
の
こ
の
よ
う
な
利
用
と
、
当
該
利
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

軍
事
的
利
益
と
同
様
の
軍
事
的
利
益
を
得
る
た
め
の
他
の
実
行
可
能
な
方
法
と
の
間
の
選
択
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
限

り
、
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
文
化
財
は
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

１

当
該
文
化
財
が
、
人
類
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
と
。

２

当
該
文
化
財
の
文
化
上
及
び
歴
史
上
の
特
別
の
価
値
を
認
め
、
並
び
に
最
も
高
い
水
準
の
保
護
を
確
保
す
る
適
当
な
立

法
上
及
び
行
政
上
の
国
内
措
置
に
よ
り
当
該
文
化
財
が
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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３

当
該
文
化
財
が
軍
事
的
目
的
で
又
は
軍
事
施
設
を
掩
護
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
文
化
財
を
管

え
ん

理
す
る
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
利
用
を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
旨
の
宣
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

四
、
紛
争
当
事
国
た
る
締
約
国
は
、
強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
を
攻
撃
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
こ
と

及
び
軍
事
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
当
該
文
化
財
又
は
そ
の
隣
接
す
る
周
囲
の
い
か
な
る
利
用
も
差
し
控
え
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
文
化
財
に
関
す
る
特
別
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
。

五
、
故
意
に
、
か
つ
、
条
約
又
は
こ
の
議
定
書
に
違
反
し
て
行
わ
れ
る
次
の
い
ず
れ
の
行
為
も
、
こ
の
議
定
書
上
の
犯
罪
と
す

る
。
締
約
国
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
自
国
の
国
内
法
上
の
犯
罪
と
す
る
た
め
、
及
び
こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
適
当
な
刑

罰
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
と
る
。

１

強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
を
攻
撃
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

２

強
化
さ
れ
た
保
護
の
下
に
あ
る
文
化
財
又
は
そ
の
隣
接
す
る
周
囲
を
軍
事
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
。

３

条
約
及
び
こ
の
議
定
書
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
の
広
範
な
破
壊
又
は
徴
発
を
行
う
こ
と
。

４

条
約
及
び
こ
の
議
定
書
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
を
攻
撃
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

５

条
約
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
文
化
財
を
盗
取
し
、
略
奪
し
若
し
く
は
横
領
し
、
又
は
損
壊
す
る
こ
と
。
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六
、
締
約
国
は
、
次
の
場
合
に
お
い
て
、
前
記
五
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
自
国
の
裁
判
権
を
設
定
す
る
た
め
、
必
要
な
立
法
上
の

措
置
を
と
る
。

１

犯
罪
が
自
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
る
場
合

２

容
疑
者
が
自
国
の
国
民
で
あ
る
場
合

３

前
記
五
の
１
か
ら
３
ま
で
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
容
疑
者
が
自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
場
合

七
、
締
約
国
は
、
前
記
五
の
１
か
ら
３
ま
で
の
犯
罪
の
容
疑
者
が
自
国
の
領
域
内
に
所
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
容
疑
者
を
引
き
渡
さ
な
い
と
き
は
、
国
内
法
に
よ
る
手
続
又
は
適
用
可
能
な
国
際
法
の
関
連
規
則
に
よ
る
手
続
を

通
じ
て
、
訴
追
の
た
め
自
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
事
件
を
付
託
す
る
。

八
、
前
記
五
の
１
か
ら
３
ま
で
の
犯
罪
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
前
に
締
約
国
間
に
存
在
す
る
犯
罪
人
引
渡
条
約
に

お
け
る
引
渡
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
。
締
約
国
は
、
相
互
間
で
そ
の
後
締
結
さ
れ
る
す
べ
て
の
犯
罪
人
引
渡
条
約
に
こ
れ
ら
の

犯
罪
を
引
渡
犯
罪
と
し
て
含
め
る
こ
と
を
約
束
す
る
。


